
 

 

 

 

ＰＥシリーズ２ 

吸収補正しないＰｌｏｙｅｔｈｙｌｅｎｅ極点図のＯＤＦ解析比較 

 

 

 

吸収補正しない ODF解析結果 

 

正しい解析結果（ＰＥシリーズ１を参考にしてください） 

 

 

本来補正すべき吸収補正を行わないで ODF解析すると VF%のＥｒｒｏｒが大きくなっている。 

更に、ＯＤＦ解析の最大方位密度も大きな値を示している。 

吸収補正が足りないと、ＶａｌｕｅＯＤＦＶＦソフトウエアにて、 

 反射法は右上がりになり、透過法は左上がりになる。 

 この結果を見て、対策を考えなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０９月２２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 高分子材料の極点測定では、反射極点図、等価極点図が測定され、透過極点図と反射極点図を接続し 

   完全極点図による ODF解析が行われている。 

   本資料では＜０２０＞Ｆｉｂｅｒ極点図（面配向 VolumeFraction５０％）を作成し TD軸回転(９０度) 

   から軸配向極点図を作成し、逆吸収補正を行った反射極点図、透過極点図の ODF解析を比較する。    

反射極点図 

 

逆吸収補正を行った反射極点図 

 

透過極点図 

 

逆吸収補正を行った透過極点図 

 

 

 

 

 

 



逆吸収補正反射極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

 

 

 

 

 

 



軸配向から面配向に変換し VoplumeFractionを求める。 

 

 

 

 

 

 



逆吸収補正透過極点図をＬａｂｏＴｅｘで解析 

 

  

    

 

 



軸配向から面配向に変換し VoplumeFractionを求める。 

 

 


